
【参加方法】事前申込制（定員：80名）。３ページ目の申込書にて、FAXまたは E-mail（添付ファイル）にて

お申し込みください。 

【参加費用】会員：無料／一般：3,000円（ただし、ご入会をご検討中の首長・自治体は無料） 

 

 

 

 

川場村は、群馬県北部に位置し、日本百名山の一つ「武尊山」の南麓に広がる自然豊かな農山

村です。 

昭和５０年代から「農業プラス観光」の村づくりに取り組み、以来、東京都世田谷区との交流

事業「縁組協定」や道の駅「川場田園プラザ」事業や景観形成事業への取り組みなど独自の村づ

くりを推進してきました。ここ数年は、村土の８３％を占める森林を守り、育て、活用していく

ため木材コンビナート事業にも取り組んでいます。 

是非、多くの皆様のご参加を頂きたく、ご案内申し上げます。 
 

（敬称略） 

13：00～ 開場・受付 

13：30～ 開会 

14：00～ 基調講演 内山節先生 内山節氏（哲学者／立教大学大学院教授／

ＮＰＯ法人森づくりフォーラム代表理事） 

15：10～ グループ討議 

ファシリテーター：東京農業大学地域環境科学部長 宮林茂幸教授 

① 農村の暮らしと味 

② 農村の宝 

③ 農村の行事（共同作業） 

・講評 

・有識者からの意見 

17：30 閉会 

 

■交流会 18：30～20：00 

ホテル田園プラザにて立食形式の交流会を設けます（参加費：5,000円／学生 1,000円） 

 

【参加費用】無料（ただし交流会費は、別途） 

【参加方法】事前申込制。会員以外の方で参加を希望する場合は、下記へ５月１０日（木）までに最後に記した

事務局へお問い合わせください。宿泊も必要な方はご自分でお手配お願いたします。 

  

一般社団法人農村文明創生日本塾 地域塾 in 川場村 

～ 農とともに展開する社会の価値 ～ 



農村文明創生日本塾 地域塾 in 川場村 

～農とともに展開する社会の価値～ 

登壇者 プロフィール 

（登壇順、敬称略） 

講師 

内山 節 

 

哲学者。1950年、東京生まれ。立教大学大学院教授、ＮＰＯ法人森

づくりフォーラム代表理事。 

村の人間として、農とともに展開する社会の価値を大事にしたいと

考え、群馬県上野村と東京を往復しながら暮らしている。 

著書に『「里」という思想』（新潮選書）、『文明の災禍』（新潮新書）、

『日本人はなぜキツネにだまされなくなったのか』（講談社現代新

書）、『いのちの場所』（岩波書店）など。 

グループ討議 ファシリテーター 

宮林 茂幸 

 

1953年、長野県生まれ。東京農業大学農学部林学科卒業。農学博士。

東京農業大学地域環境科学部長森林総合科学科教授。専門は森林政

策学、山村経済学、森林レクリエーション学、村おこし論。 

日本森林学会評議員、林業経済学会評議員、美しい森林づくり全国

推進協議会事務局長、農山村支援センター代表。 

著書に「山を豊にする林業創造」、「林業経済研究所 60 年の歩み」、

『林業経済研究の論点－50年の歩みから－』 第Ⅰ部第 4章「1980

年代の研究動向」など多数。 

【会場案内】 群馬県川場村役場 

〒378-0101 群馬県利根郡川場村大字谷地 2390-2 

TEL:0278-52-2111 FAX:0278-52-2333 

【交流会会場】 ホテル田園プラザ 

〒378-0101 群馬県利根郡川場村大字谷地 2419 

 
『農村文明創生日本塾』事務局 〒101-0052 東京都千代田区神田小川町３－８ 神田駿河台ビル４階 

株式会社 日本アプライドリサーチ研究所内 TEL：03－3259－1900 担当：石田、大野 

e-mail：n-bunmei@ari.co.jp FAX：０３－５２５９－６３８１ 

mailto:n-bunmei@ari.co.jp

